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2004 年新潟県中越地震は魚沼・東山丘陵とその山麓部の中小の市町村に甚大な被害をもたらした．2 箇所の震

度７（相当値を含む）をはじめ、既公表に限っても K-NET，KiK-net，気象庁震度観測網，自治体の震度情報観測

網など，かつてない高密度の強震記録が得られている．しかしながら，丘陵・山麓部に点在する居住地域では，近

隣ではあっても被災程度が大きく異なる場合が散見され，その原因を明らかにするほど蜜に強震計が配置されてい

た訳ではない．そこで、我々は震源域（被災地）を中心に点在する居住地区、主として小中学校に臨時の強震観測

点を設置し，11 月 4 日から約 1 ヶ月間共同の余震観測を実施した。観測点は 19 箇所で，内訳は、越路町（1），長

岡市（2），小千谷市（3），川口町（8），堀の内（2）、十日町市（2）、湯之谷（1）である．使用機器は全て機動型

強震計 1）で，動コイル型の加速度計（アカシ：6A3）と 24 ビットデータロガー（白山工業：8000WD）の組あわせ

であり，周波数帯域 0.1-30Hz（平坦）で，±2.5g の観測範囲を有する．設置個所はプールのポンプ室等を使用さ

せてもらったが，100V の AC 電源が利用できないこともあり，多くはバッテリーによる駆動である． 

川口町役場に設置されていた震度計は，震度観測の新規定（1996 年）以来始めての震度 7 を計測し，役場周辺

の木造家屋も倒壊を含む多くの被害が発生した．但し、その地域は役場の北東側の道路周辺に限定されており，国

道 17 号線沿いの北西―南東に発達した町並み全体に大きな被害が及んだわけではない．この 1km 弱 x300m 程度の

範囲内における被害の差の原因を探り，震度 7 の空間的広がりの意味を模索するため，この地区内に役場を含め 3

箇所強震計を設置した．一方，川口町の点在する居住区で被害が顕著であった武道窪，田麦山，木沢地区，および

被害が軽微であった役場の対岸である西川口（川口小学校）にも設置し，余震記録を用いた相対的地震動の差を検

討する．先に述べたように被害は広域に及んでおり，近傍で記録が得られていない地域では本震地動の推定が極め

て重要である．そのため、北は越路町・長岡市，南は十日町市・魚沼市に既観測点の間を埋めるように，あるいは

一部を比較のための既設の近接点に設置した． 

余震活動は極めて高く，多くの観測記録が得られた．但し、本震と同じ場所で起こった余震記録は少なく，課

題を残してはいるが，経験的グリーン関数法を用いた本震地動の推定を中心として解析結果を報告する 2）．一方、

この本震地動推定結果における地点間の相違を解釈するために、サイト特性を抽出することも課題の一つとしてお

り、余震観測記録のスペクトルフィッティングによりサイト増幅特性を評価した結果を報告する 3)。また、地盤

構造からサイト特性を評価するアプローチとして，余震観測終了時に，川井小，塩殿小，小千谷小，川口町でのア

レー微動観測を実施した．何れも浅層構造を対象とした．塩殿小は Vs～700m/s がほほ地表から出ており，表層構

造を見る限り基準点として採用できる．川口町についてはアレー微動観測記録の FK 解析や H/V スペクトルの検討

結果を報告する 4）．その他，構造物被害との関連を調査するため建物での微動観測を行った． 
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